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の骨癒合度を 4段階に分類し， Type 1 (未癒合)， 
Type 1 (一部でも contactがあるものから 1/2まで
癒合)， Type II ( 1/ 2以上癒合し，一部未癒合)， Type 
!v(癒合完了)をそれぞれ 0， 1， 2， 3点として，点
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( 6カ月"-"'1歳前半)，後側頭泉門(1歳の間)，大泉門 | 齢も頭型よりははるかに遅い。








られず，後後頭内軟骨結合の癒合は 3歳から 4歳の間 | の基礎資料として必要であり，また法医学的にも有用
であり，前後頭内軟骨結合のそれは 5歳から 8歳の間 | であろうと考えている。
である。 I論文審査の結果の要旨
(3) 蝶後頭軟骨結合の癒合は，男性では癒合を完了 | 分部哲秋は，昭和51年 3月山口大学教育学部を卒業，
した例が14歳から見られ， 18歳で大部分が癒合し， 22 I 同53年4月より長崎大学医学部解剖学第二教室研究生
歳までに完了する。女性では15歳で大部分が癒合し， I となり，同年6月助手，同61年 1月講師となって現在
日歳までに完了する。すなわち女性は男性よりも 3年 | に至っている。その間，解剖学第二教室主任内藤芳篤
早く癒合を完了している。また TypeI，皿つまり癒合 | 教授の指導を受け，形質人類学の研究に従事して多く
途中の例は少なく，癒合は徐々に進行するのではなく， I の業績をあげた。
短期間に完了することが示唆される。閉鎖の年齢につ | 平成 3年 2月「日本人幼小児頭蓋の形態学的研究」
いては，欧米人の骨格を直接観察した報告とは大差な | を完成し，これを主論文として，参考論文8篇を添え，
く，また女性が男性より 2"-"'3年早く完了することも | 長崎大学大学院に医学博士の学位を申請した。
同じ傾向を示している。 ‘ | 長崎大学大学院医学研究科はこれを平成3年 2月6
2.脳頭蓋 ー | 日の定例委員会に付議し，論文内容の要旨を検討し，
(1) 脳頭蓋の諸径が成人値(23，.-.，25歳)に達する年齢 | 研究経歴を審査した結果，受理して差し支えないもの
は，頭蓋最大長では男性が15"-"'16歳，女性が13，.-.，14歳 | と認めたので上記の通り審査委員会を選定した。委員
である。最大幅は，男性が12"-"'13歳，女性が11，.-.，12歳 | は主査を中心として慎重審議し，平成 3年3月20日の
である。またパジオン・プレグ?高は，男性が15歳， I 定例委員会でその結果を報告した。
女性が11歳である。 I 主論文は，長崎大学の他，全国 6大学に保管されて
すなわち脳頭蓋3主径は，男性で15，6歳，女性で13， I いる新生児より 30歳までの性別・年齢が明らかで，病
4歳で成人値に達する。 I的所見のない日本人頭蓋(男性224体，女性156体)を資
(2) 示数値については，頭蓋長幅示数は，男性では | 料として，肉眼的観察および計測を行い，日本人幼小
生後 1年までは著しい短頭であるが，それ以後はほぼ | 児頭蓋の形態を明らかにしたものである。
固定した値となり，女性でも生後2年までは著しい短 | 泉門は，前側頭泉門，小泉門，後側頭泉門，大泉門
頭であるが，それ以後は固定した値となる。すなわち | の順に閉鎖する。前・後後頭内軟骨結合は前者が5歳
頭型については 1歳ないし 2歳で一応の形ができる | から 8歳の聞に，また後者は 3歳から 4歳の聞に癒合
ものと考えられる。 Iする。蝶後頭軟骨結合は，男性では18歳で大部分が癒
長高示数では，男女ともに 6，.-.， 7歳で安定した値を | 合し， 22歳で完了し，また女性は15歳で大部分が癒合




3.顔面頭蓋 I 1歳ないし 2歳で一応の形ができる。顔面頭蓋では，
(1) 顔面頭蓋の諸径が成人値に達するのは，頬骨弓 | 男性22歳，女性16歳で成人値に達しているが，顔型が
幅では，男性22歳，女性16歳である。顔高では，男性 | 安定するのは男性が， 18，.-.，19歳，女性14"-"'15歳である。
22歳，女性14歳である。 Iすなわち顔面頭蓋の諸径は脳頭蓋のそれに比してかな
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